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具体的には，十字のターゲットを順次ポインティングして
いく課題を参加者に課して，片手操作と両手操作の双方に
おけるポインティング位置の分布，ポインティング精度，ポ
インティング時間の各指標を調べた．なお，片手操作は筐
体下部に小指をかけるか否かで２条件（Ａ，Ｂ）に分けた．
　実験の結果，いずれの操作方法においても，ディスプレ
イ上の表示位置によってターゲットに対するポインティン
グ位置の分布傾向は異なることが明らかになった（図２参
照）．また，片手操作では，母指手根中手関節を基点とした
円弧状の領域において，ポインティングの精度及び速さは
向上することがわかった．そして，両手操作では，指の初
期位置から遠い距離にあるターゲットに対して，ポイン
ティング時間は長くなることがわかった．
　さらに，実験によって得られたポインティング位置の分
布が楕円で近似的に表されることを示し，楕円によるタッ
チ感知領域の設計手法を検討した．その結果，楕円のタッ
チ感知領域では，特定の方向にポインティング位置の分布
が偏るような特徴をもつターゲットに対して，市販製品な
どで一般的に使用されている正方形による設計手法よりも
効率的にタッチ感知領域を設計できる可能性が示唆された．
４．結論
　本研究では，２章及び３章で述べた２つの研究課題を通
して，タッチパネルの操作性向上に寄与するヒトの操作特
性に関する基礎的知見を得ることができた．具体的に，第
１の研究課題では，デジタル教科書として教育分野での活
用に注目が集まるタブレット端末について，ディスプレイ
の表面性状による指先の滑り易さの違いが操作性に及ぼす
影響を明らかにすることができた．そして，第２の研究課
題では，搭載デバイス別の市場で最も大きなシェアを占め
る携帯端末について，片手操作と両手操作の双方における
ポインティング特性を明らかにすることができた．さらに，
実験で得られたポインティング特性に関する基礎的知見を
用いて，効率的なタッチ感知領域の設計手法に関する基礎
的検討を行うことができた．
　本研究で得られた知見が，タッチパネルのハードウェア
及びソフトウェアの設計に関わるデザイナに活用され，ヒ
トの操作特性に配慮したデザインが施されることで，タッ
チパネルの操作性向上につながることを期待したい．
図２　平均ポインティング位置とターゲットの中心との位置関係（研究課題２）
図１　曲線・斜線・直線におけるズレ量の結果（研究課題１）
